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４
月
10
日
（
日
）は
、山
梨
県
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
投
票
日
（
投
票
時
間
は
午
前
７
時

か
ら
午
後
８
時
ま
で
）で
す
。（
予
定
）

　
こ
の
選
挙
は
、皆
さ
ん
の
意
見
を
県
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な
選

挙
で
す
。一
人
ひ
と
り
の
願
い
を
県
政
に
生
か

す
た
め
、あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。

☆
投
票
で
き
る
人

　
こ
の
選
挙
の
投
票
を
す
る
に
は
、富
士
河
口

湖
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
が

名
簿
に
登
録
さ
れ
、今
回
の
選
挙
に
投
票
で
き

ま
す
。

①
住
所
要
件

 

・
平
成
22
年
12
月
31
日
以
前
か
ら
富
士
河

口
湖
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
、

投
票
日
ま
で
引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
る
者
。

・
平
成
22
年
12
月
31
日
以
前
に
転
入
届
を

出
し
た
方
で
、
投
票
日
ま
で
引
き
続
き
住

民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
。（
平

成
23
年
１
月
１
日
以
降
転
入
届
を
さ
れ
た
方

は
、当
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

せ
ん（
３
か
月
未
満
の
た
め
）の
で
投
票
で
き
ま

せ
ん
。ま
た
、
平
成
23
年
１
月
１
日
以
降
に
２

回
以
上
、他
市
町
村
に
住
所
移
転
を
さ
れ
ま

す
と
、投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。）

・
な
お
、
４
月
10
日
（
投
票
日
）
以
前
に

県
外
へ
転
出
さ
れ
る
方
は
、
今
回
の
選
挙

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

②
年
齢
要
件

・
平
成
３
年
４
月
11
日
以
前
に
出
生
し
た

者
。

　
選
挙
人
名
簿
登
録
の
有
無
に
つ
い
て
は
、選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
TEL
７
２-

１
１
１
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　　　　　　　　

☆
入
場
券
は
郵
送
し
ま
す

　
投
票
所
の
入
場
券
は
、４
月
６
日
ご
ろ
ま
で

に
届
く
よ
う
に
郵
送
し
ま
す
。

　
ご
本
人
の
氏
名
や
投
票
所
名
を
確
認
し
て

か
ら
投
票
所
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。何
か
の

事
情
で
入
場
券
が
投
票
日
ま
で
に
届
か
な
か

っ
た
り
、紛
失
し
た
場
合
で
も
、選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
や

保
険
証
等
）を
持
参
し
、投
票
所
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

☆
指
定
の
投
票
所
で

　
投
票
所
は
船
津
・
浅
川
・
小
立
・
大
石
・
河

口
・
勝
山
・
長
浜
・
西
湖
・
根
場
・
大
嵐
・
精
進
・

本
栖
・
富
士
ヶ
嶺
地
区
に
、そ
れ
ぞ
れ
次
の
場

所
に
設
け
ら
れ
ま
す
。
船
津
地
区
は
投
票
所

が
２
ヶ
所
に
分
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、ま
ち
が
え

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

富
士
河
口
湖
町
交
流
セ
ン
タ
ー

　　　　（
旧
河
口
湖
町
役
場
）（
第
１
投
票
区
）

浅
川
公
民
館
　　　　　　　　    

（
第
２
投
票
区
）

小
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
　　　　 

（
第
３
投
票
区
）

大
石
福
祉
セ
ン
タ
ー
　　　　   （
第
４
投
票
区
）

河
口
福
祉
セ
ン
タ
ー
　　　　   

（
第
５
投
票
区
）

船
津
保
育
所
　　　　　　　　　  

（
第
６
投
票
区
）

勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

　 （
第
７
投
票
区
）

足
和
田
交
流
セ
ン
タ
ー 

　　 （
第
８
投
票
区
）

西
湖
公
民
館
　　　　　　　　　　 （
第
９
投
票
区
）

根
場
公
民
館
　　　　　　　　　　 （
第
10
投
票
区
）

大
嵐
児
童
館
　　　 

　　　　　   

（
第
11
投
票
区
）

精
進
・
本
栖
保
育
所
　　　　 

　（
第
12
投
票
区
）

本
栖
公
民
館
　　　　　　　　　　 （
第
13
投
票
区
）

上
九
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　（
第
14
投
票
区
）

　
指
定
さ
れ
た
投
票
所
以
外
で
は
投
票
で
き

ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、町
内
で
住
所
を
移
さ
れ
た
場
合
、以

前
の
住
所
に
入
場
券
が
送
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、入
場
券
に
記
載
さ
れ
た

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
代
理
投
票

　
体
が
不
自
由
で
あ
っ
た
り
し
て
文
字
が
書
け

な
い
人
に
は
、投
票
所
の
係
員
が
代
理
で
筆
記

す
る
代
理
投
票
も
で
き
ま
す
。
入
場
券
に
希

望
の
有
無
を
記
入
し
、
本
人
が
直
接
投
票
所

受
付
で
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

☆
期
日
前
投
票
の
ご
案
内

　
仕
事
の
都
合
や
旅
行
、病
気
、出
産
な
ど
の

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、投
票
日
に
投
票

所
に
行
け
な
い
人
の
た
め
に
、期
日
前
投
票
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
期
日
前
投
票
期
間
】

　
４
月
２
日
（
土
）
〜
９
日
（
土
）

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
ま
で

【
投
票
場
所
】

　
富
士
河
口
湖
町
役
場
　１
階

【
必
要
な
も
の
】

　
本
人
を
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証

等
）か
入
場
券（
届
い
て
い
る
方
）。

※

備
え
付
け
の
宣
誓
書
に
不
在
の
理
由
な
ど

を
記
入
の
う
え
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
不
在
者
投
票
の
ご
案
内

　
病
院
や
施
設
に
入
院
、入
所
さ
れ
て
い
る
場

合
、
各
施
設
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
町
の
選
挙
管
理
委
員
会
か
病
院
等
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
議
会
議
員
一般
選
挙
投
票
日
は

　
　
　
　
　
　
　

４
月
10
日
で
す
。（
予
定
）

あ
な
た
の
一
票
か
ら
県
政
は
始
ま
り
ま
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
合
せ
】

　　　富
士
河
口
湖
町
選
挙
管
理
委
員
会

　　　　　　　　　　　　　　（
町
役
場
総
務
課
内
）

　　　　　　　　　　　　　　　 

　TEL
７
２-

１
１
１
２
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富
士
河
口
湖
町
交
流
セ
ン
タ
ー

(

第
1
投
票
区)

(

旧
河
口
湖
町
役
場)　船津地区

●公民館

至
河
口
湖
大
橋

至河口湖駅

●
す
か
い
ら
ー
く

●
河
口
湖

　

郵
便
局

P P

(旧河口湖町役場)

富士河口湖町
交流センター

江岸寺江岸寺

上九一色中学校
至精進湖

至富士宮

至鳴沢

至本栖湖

至富士宮

富士ヶ嶺公民館

富士ヶ嶺
保育所富士豊茂

小学校

本　栖
公民館

上九一色
コミュニティ
センター

上九一色
コミュニティ
センター

山神社

至
本
栖
湖富

士
ヶ
嶺
A
コ
ー
プ

精進小学校

至河口湖 至本栖湖

精
進
出
張
所

精
進
・
本
栖
保
育
所

精進郵便局

有
権
者
の
皆
さ
ん
の

正
し
い
良
識
と

自
覚
で
、

明
る
く

き
れ
い
な
選
挙
を

民宿あじ味

白山神社

河　

口　

湖

●湖畔荘

●

●

●

●

●

●ホテル湖龍

浅　　川
公 民 館

河　口　湖

山梨中央銀行

●妙法寺

小立簡易郵便局

●小立保育所宝司医院●

小立小学校●

小立福祉
センター

河　口　湖

●大石郵便局

●浅間神社

●大石小学校

海蔵寺

JA北富士

大石福祉
センター

河　

口　

湖
西　

湖

西　湖

郵
便
局

大嵐
児童館

浅間神社

●
河口保育所

JA北富士警察官
駐在所

河口福祉
センター

河
口
小
学
校
●

河口湖町駅前通り至小立

至富士山

至小立

東電変電所●

一方通行にご協力ください

商工会●

至富士吉田

●セブンイレブン

船 　 津
保 育 所

ス
バ
ル
ラ
イ
ン

P

P

P
P

P

小
立
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

第
3
投
票
区)

大
石
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

第
4
投
票
区)

河
口
福
祉
セ
ン
タ
ー

(

第
5
投
票
区)

足
和
田
交
流
セ
ン
タ
ー

(

第
8
投
票
区)

上
九
一
色
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

(

第
14
投
票
区)

船
津
保
育
所

(

第
6
投
票
区)

勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

(

第
7
投
票
区)

大
嵐
児
童
館

(

第
11
投
票
区)

西
湖
公
民
館

(

第
9
投
票
区)

精
進
・
本
栖
保
育
所

 (

第
12
投
票
区)

根
場
公
民
館

(

第
10
投
票
区)

本
栖
公
民
館

(

第
13
投
票
区)

浅
川
公
民
館

(

第
2
投
票
区)

旧勝山役場

コウモリ穴至
コ
ウ
モ
リ
穴

農協

大嵐小学校

至野鳥の森
公園

至鳴沢 至勝山

富士ビューホテル

西浜小・中学校

西湖民宿

勝山小・中学校勝山小・中学校

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

● ●

●

●

勝山ふれあい
センター

足和田交流
センター

西湖公民館

根場
公民館

西　湖

投票所案内略図投票所案内略図
入場券に記載されている

投票所で投票できます。

　
公
正
な
選
挙
の
実
現
は
、
民
主
主

義
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
す
。

　
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
は
誰
も
が

望
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
で
き

る
の
は
有
権
者
の
自
覚
で
あ
り
、
候

補
者
本
人
と
選
挙
運
動
に
た
ず
さ
わ

る
方
の
良
識
あ
る
行
動
で
す
。

　
有
権
者
一
人
ひ
と
り
の
良
識
と
自

覚
が
、
正
し
く
き
れ
い
な
選
挙
を
実

現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
選
挙
の
浄
化
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力

と
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
意
見
を
こ
れ
か
ら

の
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
代
表

者
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
一
人

ひ
と
り
が
責
任
を
持
っ
て
、
一
票
を

投
じ
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
実

現
に
み
ん
な
で
努
め
ま
し
ょ
う
。
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まちかど情報局
Street  corner  Intelligence  Agency

宮
下
す
み
江
さ
ん

　
　

百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

精
進
小
閉
校
記
念
演
劇
公
演

　

玉
川
大
学「
ち
ゃ
ん
ぷ
る
ー
シ
ア
タ
ー
」

「
映
画
館
の
無
い
町
の
映
画
祭
」

 

第
4
回
富
士
山
・
河
口
湖
映
画
祭
が

 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

グランプリ

準グランプリ

準グランプリ

富士山・河口湖映画祭審査委員長賞

富士河口湖町長賞

富士河口湖町議会議長賞

富士山・河口湖映画祭実行委員長賞

河口湖観光協会長賞

鐘楼のふたり

くもり空の向こう

町うたの詩

ホタル

ホワイトホールフォレスト～春を待つ人～

富士山を救え!

プラスゴセンチ

恋するドラゴン

埼玉県

東京都

山梨県

東京都

山梨県

神奈川県

東京都

東京都

吉田忠史

佐藤奈央

田中淳一

外崎雄大

八巻玲子

中村由加里

中園勇也

阿久津朋子

(よしだ　ただし)

(さとう　なお)

(たなかじゅんいち)

(とのさき　ゆうた)

(やまき　れいこ)

(なかむら　ゆかり)

(なかぞの　ゆうや)

(あくつ　ともこ)

賞　　名 作品名 住　　所 氏　　　名

第４回富士山・河口湖映画祭シナリオコンクール受賞者    

　
　
足
和
田
地
区
の

宮
下
す
み
江
さ
ん

が
、
１
月
９
日
に
百

歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ま
し
た
。
町
長
が

訪
問
し
た
日
は
ご
自

宅
に
お
孫
さ
ん
や
親

戚
も
集
り
、
賑
や
か

に
１
０
０
歳
を
祝
い

ま
し
た
。
す
み
江
さ

ん
は
と
っ
て
も
元
気

で「
恥
ず
か
し
い
。
」

と
言
い
な
が
ら
、「
武

田
節
」や「
炭
鉱
節
」

の
歌
を
上
手
に
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　２
月
18
日
に
、３

月
末
を
も
っ
て
閉
校

と
な
る
精
進
小
学
校

で
、
普
段
生
の
演
劇

に
触
れ
る
機
会
の
少

な
い
子
ど
も
た
ち
に
、

小
学
校
で
の
良
き
思

い
出
を
創
り
、新
し
い

学
習
環
境
で
の
頑
張

り
に
励
ま
し
と
エ
ー

ル
を
贈
り
た
い
と
玉

川
大
学
芸
術
学
部

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
学
科
（
演
劇
指
導
・
太
宰
久
夫

教
授
）の
み
な
さ
ん
か
ら
楽
し
い
演
劇
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。

　
　こ
の
日
は
、
精
進
本
栖
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
や
統
合

先
の
勝
山
小
学
校
、こ
れ
ま
で
交
流
を
持
っ
て
き
た
富
士
豊

茂
小
学
校
の
児
童
が
集
ま
り
、
同
じ
時
間
を
共
有
し
、た

く
さ
ん
の
笑
い
と
感
動
で
、
思
い
出
に
残
る
交
流
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

　　２
月
19
日
（
土
）
〜
20
日
（
日
）に
勝
山
さ
く
や
ホ
ー
ル
で

「
第
４
回
富
士
山

・
河
口
湖
映
画

祭
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
の「
富
士

山
・
河
口
湖
映

画
祭
」
は
、
第
３

回
シ
ナ
リ
オ
コ
ン

ク
ー
ル
グ
ラ
ン
プ

リ
作
品
「
雨
の
日

の
富
士
山
」を
脚

本
に
し
た
「
い
つ

か
見
る
富
士
山
」

の
上
映
を
皮
切

り
に
、
第
４
回
シ

ナ
リ
オ
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式
、各
種
映
画
の
上
映
な
ど
映
画
を
楽
し
む
多
く
の

企
画
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
映
画
「
い
つ
か
見
る
富
士
山
」は
前
二
作
に
続
く
家
族

模
様
の
３
部
作
完
結
編
と
し
て
制
作
さ
れ
、
前
二
作
同
様

町
民
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、

日
頃
か
ら
目
に

す
る
場
所
が
映

画
の
中
で
使
わ

れ
て
い
る
の
で
、

身
近
な
作
品

に
仕
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
上

映
後
に
は
、
主

題
歌
の
披
露
も

あ
り
会
場
を
感

動
的
に
盛
り

上
げ
て
い
ま
し

た
。

　
　
さ
ら
に
、
舞

台
あ
い
さ
つ
で

は
さ
っ
そ
く
次

回
の
作
品
へ
の

主
演
話
な
ど
で

盛
り
上
が
り

制
作
へ
の
意
気

込
み
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
　
今
回
の
シ
ナ

リ
オ
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
全
国
か

ら
２
３
７
編
の

シ
ナ
リ
オ
が
集

ま
り
、
コ
ン
ク

ー
ル
の
審
査

委
員
長
は
、「
傷
だ
ら
け
の
天
使
」「
太
陽
に
ほ
え
ろ
！
」

な
ど
の
テ
レ
ビ
作
品
や
「
あ
ぶ
な
い
刑
事
」
、「
名
探
偵

コ
ナ
ン
」
な
ど
の
映
画
の
脚
本
家
柏
原
寛
司
さ
ん
に
お

務
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し
た
埼
玉
県
の
吉
田
忠
史

さ
ん
の
作
品
は
、
来
年
度
映
画
制
作
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
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「
宝
く
じ
」の
支
援
を
受
け
て

　
　

太
鼓
・
衣
装
等
を
購
入
し
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
で
県
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

船
津
保
育
所
へ
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
湖
野
鳥
の
森
公
園

　
　

樹
氷
ま
つ
り
が
盛
況
で
し
た

し
て
お
り
ま
す
。
前
作
品
同
様
、エ
キ
ス
ト
ラ
や
撮
影
場

所
な
ど
町
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
は
制
作
で
き

ま
せ
ん
。
町
民
の
な
さ
ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
で
一
緒
に

作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
映
画
制
作
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
映
画
祭
サ
ポ

ー
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先
　　

　　　　　観
光
課
　TEL
０
５
５
５‐

７
２‐

３
１
６
８

　　　　　河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
タ
ー

　　　　　　　　　　　　TEL
０
５
５
５‐

７
２‐

５
５
８
８

　
　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

所
管
す
る「
平
成
22
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
」の
支
援
を
受
け
、太
鼓

を
購
入
し
ま
し
た
。

　
　
本
事
業
は
、「
宝
く
じ
」の
売
上
金

を
活
用
し
て
地
方
公
共
団
体
等
の
活

動
に
支
援
さ
れ
る
も
の
で
、こ
の
事
業

を
活
用
し
、
勝
山
地
区
で
活
動
さ
れ

て
い
る
「
富
士
山
や
ぶ
さ
め
太
鼓
保

存
会
」で
利
用
す
る
太
鼓
や
衣
装
な

ど
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。「
富
士
山
や
ぶ
さ
め
太
鼓
保
存

会
」は
、和
太
鼓
の
技
術
向
上
だ
け
で

な
く
、青
少
年
の
健
全
育
成
、文
化
の

継
承
と
富
士
河
口
湖
町
へ
の
参
加
協

力
、
明
る
い
街
づ
く

り
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
甲

斐
の
勝
山
や
ぶ
さ

め
祭
り
や
ハ
ー
ブ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、

町
の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、今
後
も
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　船
津
地
区
、42
歳
厄

年
の
戌
亥
会
の
皆
さ
ん

か
ら
、
船
津
保
育
所
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、テ

レ
ビ
や
漫
画
で
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
人
気
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
着
ぐ

る
み
を
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。お
な
じ
み
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
、保
育
士
も
早
速

試
着
し
て
大
は
し
ゃ
ぎ
で
す
。今
年
の
夕
涼
み
会
に
は
お
披

露
目
の
予
定
で
す
。
船
津
保

育
所
の
皆
さ
ん
楽
し
み
に
待
っ

て
い
て
く
だ
さ
い
。
ご
寄
付
い

た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　　山
梨
県
の
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
、ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
で
県
内
の

小
中
学
生
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
決
め
る
大
会
で
あ
る「
第
34

回
山
梨
県
小
中
学
生

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
選

手
権
大
会
」（
５
０
０
ｍ

・
１
０
０
０
ｍ
・
１
５
０
０

ｍ
の
３
種
目
総
合
で
競

う
大
会
）が
１
月
22
日

（
土
）・
23
日
（
日
）の
２

日
間
八
ヶ
岳
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　激
闘
の
末
、勝
山
小
学
校
６
年 

堀
内
祐
実（
ほ
り
う
ち

ゆ
う
み
）さ
ん
が
小
学
生
女
子
で
完
全
優
勝
（
３
種
目
全
て

１
位
）を
果
た
し
ま
し
た
。
今
年
で
34
回
目
と
な
る
大
会
で

初
め
て
富
士
河
口
町
内
小
学
生
女
子
の
選
手
が
山
梨
県
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
り
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。ま

た
、
船
津
小
学
校
４
年 

小
山
香
月（
こ
や
ま
か
る
な
）さ
ん

が
総
合
３
位
、同
小
学
校
４
年 

小
佐
野
梓
さ
ん
が
総
合
８

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　　西
湖
野
鳥
の
森
公
園
で
は
、２
月
６
日
ま
で「
樹
氷
ま
つ

り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
の
干
支

の
「
う
さ
ぎ
」

や
昨
年
か
ら

話
題
と
な
っ

て
い
る
「
ク
ニ

マ
ス
」
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
氷
像
な
ど
、巨
大
な
氷
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
富
士
山
の

絶
景
ポ
イ
ン
ト
に
連
日
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
し

た
。ま
た
、夜
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、厳
冬
期
の
凛
と
し

て
澄
ん
だ
空
気
の
中

で
幻
想
的
な
光
景

で
し
た
。
樹
氷
ま
つ

り
終
了
後
も
雪
が

降
る
な
ど
寒
い
日
が

続
き
し
ば
ら
く
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
春
の
訪
れ
と

と
も
に
融
け
て
い
き

ま
す
。
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勝
山
小
学
校

　

交
通
安
全
優
良
校
と
し
て
表
彰

河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

綿
花
の
ブ
ー
ケ
講
習
会

第
８
回『
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年
』

 

〜
富
士
山
あ
て
年
賀
状
〜
入
賞
者
発
表

推
進
活
動
を
通
し
て

小
佐
野　

俊

ふじサンサン富士河口湖町男女共同参画推進委員会

　　入
賞
作
品
18
点
を
含
む
入
選
作
品
２
１
１
点
を
決
定
し

ま
し
た
。北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
42
都
道
府
県
か
ら
７
３
０

通（
過
去
最
高
）の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
最
優
秀
賞
　　　１
点
　

　　高
木
政
史
　　（
た
か
ぎ
　ま
さ
し
）東
京
都

◇
審
査
員
特
別
賞
　３
点
　

　　寺
尾
美
野
　　（
て
ら
お
　み
の
）神
奈
川
県

　　堀
越
玲
菜
　　（
ほ
り
こ
し
　れ
な
）東
京
都

　　横
内
　　零
　　（
よ
こ
う
ち
　れ
い
）山
梨
県 

◇
優
秀
賞
　　　14
点

　　佐
藤
知
奈
　　（
さ
と
う
　ち
な
）山
梨
県

　　小
牧
璃
佳
　　（
こ
ま
き
　り
か
）東
京
都

　　佐
藤
優
衣
　　（
さ
と
う
　ゆ
い
）東
京
都

　　村
永
崇
征
　　（
む
ら
な
が
　し
ゅ
う
と
）鹿
児
島
県

　　小
林
亜
伽
里（
こ
ば
や
し
　あ
か
り
）東
京
都

　　古
賀
紗
矢
香（
こ
が
　さ
や
か
）埼
玉
県

　　鮎
沢
小
百
合（
あ
ゆ
ざ
わ
　さ
ゆ
り
）山
梨
県

　　小
佐
野
里
穂（
お
さ
の
　り
ほ
）山
梨
県

　　荒
川
い
つ
み
　（
あ
ら
か
わ
　い
つ
み
）山
梨
県

　　菅
原
　　勇
　　（
す
が
わ
ら
　い
さ
む
）北
海
道

　　野
田
初
子
　　（
の
だ
　は
つ
こ
）千
葉
県

　　塚
崎
て
る
子
　（
つ
か
さ
き
　て
る
こ
）大
阪
府

　　田
代
薫
子
　　（
た
し
ろ
　か
お
る
こ
）神
奈
川
県  

　　中
島
理
衣
　　（
な
か
じ
ま
　り
え
）東
京
都

　　　

※

こ
れ
ら
の
作
品
の
展
示
は
県
内
各
地
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、入
選
作
品
は
、富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

h
ttp
://w
w
w
.y
a
m
a
n
a
sh
i-

k
a
n
k
o
u
.jp
/v
o
lu
n
te
e
r/in
d
e
x
.h
tm
l

●
問
合
先
　富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　TEL
０
５
５
５‐

２
０‐

９
２
２
９

　　１
月
18
日（
火
）に
日
比
谷
公
会
堂
で「
財
団
法
人
全
校

日
本
交
通
安
全
協
会
」
及
び「
警
察
庁
」が
主
催
す
る「
第

51
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
」が
開
催
さ
れ
、そ

の
会
に
お
い
て
、交
通
安
全
優
良
校
・
山
梨
県
代
表
と
し
て

勝
山
小
学
校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。長
年
に
わ
た
り
地
域
の

警
察
署
、交
通
安
全
協
会
、町
担
当
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
連
携

し
た
交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
、青
い
鳥
の
会
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
勝
山
支
部
の
方
々
の
協
力
で
交
通
事
故
も
な

く
、
日
々
子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
に
心
が
け
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
交
通
安
全
教
育
活
動
を
積
極

的
に
推
進
し
、児
童
の
交
通
安
全
教
育
と
交
通
事
故
防
止

に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
山
梨
県
交
通
安

全
協
会
及
び
県
警
か
ら
推
薦
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
卒
業
式
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

ま
し
た
。
生
花
と
は
違
っ
て
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
で
作
っ
た
ブ
ー
ケ
は
、

思
い
出
と
し
て
、お
部
屋
に
長
い

間
飾
っ
て
お
け
ま
す
。

　
　
綿
花
を
中
心
に
、ラ
ベ
ン
ダ

ー
も
入
っ
て
い
ま
す
の
で
、香
り
も

楽
し
め
ま
す
。作
っ
た
ブ
ー
ケ
を
、

お
世
話
に
な
っ
た
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
み
て
は
、い
か
が
で

す
か
？

■
日
　時
　　３
月
26
日（
土
）午
後
２
時
〜

■
料
　金
　　３
０
０
０
円
　　■
定
　員
　　30
名

●
申
込
・
問
合
先
　　河
口
湖
ハ
ー
ブ
館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL
７
２‐

３
０
８
２

　
最
初
の
定
例
会
に
行
っ
た
時
の
印
象
は
、
飛
び
交
う

こ
と
ば
が
解
ら
な
く
、
違
う
世
界
の
感
覚
で
し
た
。
推

進
活
動
と
云
う
に
は
余
り
に
も
お
こ
が
ま
し
い
初
心
者

で
す
が
身
近
な
活
動
に
参
加
す
る
う
ち
に「
自
分
は
や

っ
て
な
い
な
ぁ
、
考
え
た
こ
と
も
な
い
」と
い
う
意
見
に
よ

く
出
会
う
、そ
ん
な
状
況
で
開
催
に
携
わ

っ
た
講
演
と
公
演
に
つ
い
て
振
り
か
え
っ

て
み
ま
し
た
。

　
10
月
に【
大
切
な
生
活
リ
ズ
ム
と
食

事
】と
い
う
テ
ー
マ
で
山
梨
短
期
大
学
食

物
科
の
深
澤
早
苗
先
生
の
講
演
会
を
主

催
し
ま
し
た
。
聴
講
者
の
多
く
は
子
育
て

中
の
女
性
で
し
た
が
「
食
べ
る
こ
と
は
人

間
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
で
あ
る
こ
と
」

「
朝
食
を
食
べ
な
い
弊
害
」の
内
容
は
男

性
が
聴
い
て
も
解
り
易
く
特
に
個
々
の

食
品
が
体
に
与
え
る
影
響
と
仕
組
み
は

興
味
深
く
聴
け
ま
し
た
。

　
12
月
は
表
現
倶
楽
部
・
言
の
葉
に
よ
る

朗
読
【
静
か
な
慟
哭
】こ
の
テ
ー
マ
の
範
囲

は
陰
湿
で
重
く
、聴
く
人
に
受
け
止
め
る

耐
力
さ
え
も
必
要
な
虐
待
に
よ
る
悲
劇
。

情
景
が
そ
こ
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
臨
場
感
と

怒
り
を
込
め
た
朗
読
に
圧
倒
さ
れ
涙
す

る
声
も
漏
れ
て
い
ま
し
た
。公
演
の
後
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
、
結
果
を
み
る
と

多
く
の
方
が「
も
っ
と
大
勢
の
人
に
虐
待
の

実
態
を
知
っ
て
欲
し
い
」「
解
り
や
す
い
こ

と
ば
で
訴
え
る
内
容
が
よ
く
伝
わ
っ
た
」と

い
う
感
動
を
受
け
た
も
の
で
し
た
。ま
た
、

「
虐
待
に
気
づ
き
救
っ
て
あ
げ
た
い
！
ど
の

よ
う
に
？
」と
い
う
先
を
見
据
え
た
感
想

が
あ
り
公
演
の
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。
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住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
支
給
さ
れ
る

年
金
の
一
部
に
国
庫
負
担
金
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
こ
の
国
庫
負
担
金
の
割
合
が
、
平
成
21
年
度

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で

は
な
く
、
障
害
基
礎
年
金
お
よ
び
遺
族
基
礎
年
金
が

設
け
ら
れ
て
い
て
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
手
厚
く
守
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
切
な
国
民
年
金
で
す
が
、
保
険
料

を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
な
い
と
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
低
く
な
っ
た
り
、
年
金

そ
の
も
の
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
の
保
険
料
は
、
月
額
一
五
，
〇
二
〇

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
国
民
年

金
機
構
か
ら
毎
年
４
月
の
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
一

年
分
の
「
納
付
書
」
に
よ
っ
て
翌
月
の
末
日
ま
で
に

納
め
ま
す
。

　
納
め
先
は
、
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
）ま

た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
で
口
座
振
替
も
で
き
ま
す
。

　　
保
険
料
は
、
一
年
分
ま
た
は
六
カ
月
分
な
ど
、
定

め
ら
れ
た
月
数
分
に
つ
い
て
、
前
納
す
る
と
割
引
に
な

り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
平
成
23
年
度
の
一
年
分
の
保
険
料
を
現

金
で
４
月
末
ま
で
に
前
納
す
る
と
一
七
万
七
、
〇
四
〇

円
で
、
年
間
三
、
二
〇
〇
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
月
々
の
保
険
料
を
「
口
座
振
替
の
早
割
」で

一
カ
月
早
め
て
納
付
す
る
と
、
年
間
六
〇
〇
円
（
月
額

五
〇
円
）の
割
引
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
大
月
年
金
事
務
所
　

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
４‐

２
２‐

３
８
１
１

　
　
　
　
　
　
町
住
民
課
　
TEL
７
２‐

１
１
１
４

　
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
対
処
す
る
た
め
特
定
商
取

引
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
定
商
取
引
法
は
、
そ
も
そ
も
訪
問
販
売
業
者
が

勧
誘
を
行
う
に
当
た
っ
て
守
る
べ
き
義
務
を
定
め
て

お
り
、
従
来
か
ら
、
勧
誘
に
先
立
っ
て
氏
名
や
販
売

目
的
等
の
明
示
を
義
務
付
け
て
い
ま
し
た
。

　
改
正
法
に
よ
り
、
さ
ら
に
、
勧
誘
を
受
け
る
意
思

の
確
認
を
行
い
、
契
約
を
締
結
し
な
い
旨
の
意
思
表

示
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
再
度
の
勧
誘
を
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

※

「
契
約
を
締
結
し
な
い
旨
の
意
思
」
を
表
示
す
る

　
方
法
に
関
し
て
は
、
消
費
者
が
明
示
的
に
契
約
締

　
結
の
意
思
　が
な
い
こ
と
を
表
示
し
た
場
合
を
指
し
、

　
　
具
体
的
に
は
、
事
　
業
者
か
ら
の
勧
誘
に
対
し
、「
い

　
　
り
ま
せ
ん
」
「
お
断
り
し
ま
す
」
な
ど
と
伝
え
る

　
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
問
合
先
　
企
画
課
　
TEL
７
２‐

１
１
２
９

　
　
　
　
　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５‐

２
２
３‐

１
３
６
６

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

企
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

特
定
商
取
引
法
の
改
定
に
伴
う

　
　
　
　
　
再
勧
誘
禁
止
規
定
に
つ
い
て

有
利
な
前
納
割
引
制
度

原付自転車はありませんか？原付自転車はありませんか？
未使用・行方不明等の原付自転車の課税取消について

　使用していない、あるいは廃車に近い原付自転車はありませんか。軽自動車税は使用の有無に関わら

ず廃車の手続をしないと、所有していることに対して課税されます。既に手元に現車(ナンバープレート

共)がなく行方不明等（盗難などを含む）の原付自転車は課税取消の申請を３月中に行って頂ければ、次

年度（平成２３年度）からの課税が避けられます。なお、申請手続については、税務課窓口または都合に

より窓口に出向くことが不可能の場合は郵送での方法もありますので、気軽にお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●問合先　　税務課　住民税係　TEL ７２－１１１３

使用していない
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平成２３年度　交通災害共済に加入しましょう！平成２３年度　交通災害共済に加入しましょう！
　交通災害共済とは、住民が１人年間500円の掛金を出し合い、加入者が交通災害（交通事故による災害）に遭った場合に、程
度に応じて見舞金をお支払いする相互救済のための制度です。
　掛金は１人年額500円で、災害の程度により１万円から最高100万円（死亡時）が支給されます。
　交通事故は自分自身が気をつけていても、運転中や同乗中、歩行中などいつどんな時に遭遇するかわかりません。
ご家族そろって加入しましょう。

 

日本国内において発生した事故（接触、衝突、墜落、転覆等）に限ります。

◇自動車、原動機付自転車、自転車、軽車両、電車、汽車、ケーブルカー、
　ロープウェイ、航空機、船舶など
◇対象となる事故
　　　　・自損事故
　　　　・追突事故の被害者、加害者
◇対象とならない主なもの
　　　　・幼児用乗用具（玩遊具）による自損事故
　　　　・作業用特殊自動車で作業中
　　　　　（一定の場所で停止して行なう作業）の事故

対象となる交通災害

必ず警察署に事故の
届出をしましょう。
事故証明書等の証明
書がないと見舞金が
制限されます。

◇共済期間　平成23年4月1日から平成24年3月31日
　　　　　　　（中途加入の場合は、加入した翌日から平成24年3月31日まで）
◇加入資格　富士河口湖町に住民登録または外国人登録されている方
　　　　　　学生については、他県等に転出していても加入できます。
　　　　　　また加入者が途中他市町村へ転出した場合でも共済期間中は有効です。
◇共済掛金　１人年額500円（中途加入も同額）
◇加入申込　次の表の日程で受付をします。
◇問合せ先　富士河口湖町役場　管理課　防災係　℡72-6013

地　区 日　程 受 付 時 間 場　所
富 士 ヶ 嶺
精 進・本 栖
勝 　 山
大 　 嵐
西 湖・長 浜
西 湖 西
西 湖 南
大 　 石
河 　 口

上九一色出張所
精 進 出 張 所
勝 山 出 張 所
大 嵐 児 童 館
足 和 田 出 張 所
根 場 公 民 館
西 湖 公 民 館
大石住民センター
河口住民センター

3月1 0日（木）
3月1 0日（木）
3月1 1日（金）
3月1 1日（金）
3月1 4日（月）
3月1 4日（月）
3月1 4日（月）
3月1 5日（火）
3月1 5日（火）

3月1 6日（水）
3月1 7日（木）

 9：30～11：45
13：30～15：30
 9：30～11：45
13：30～16：00
 9：00～11：45
13：00～14：30
15：00～16：30
 9：00～11：45
13：30～16：30

 9：00～11：45
13：00～16：30船津・浅川・小立 富士河口湖町役場

2階ホール(管理課前)

 ※上の日程で都合の悪い方は、3月18日（金）以降、役場 管理課（2階）にて受付します。
　 役場以外に各出張所等に預けていただければ、後日加入者証を送付します。
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　現在使っている 国民健康保険被保険者証 及び、 国民健康保険高齢受給者証 は、平成23年3月31日で
有効期限が切れ、新しい被保険者証と交換になります。
　つきましては、下記の日程により交換を行いますので、現在お持ちの被保険者証を持参の上、おこしくだ
さるようお願いいたします。

平成２3年度国民健康保険被保険者証の更新について

地 区 名 日　　　　時 交換場所 ※交換に来ることが出来ない場

　合は、住民課国保係までご連

　絡ください。

※昭和１１年４月２日から昭和１６

　年３月１日生まれの方（国民健

　康被保険者証を使用の方）は、

　国民健康保険高齢受給者証も

　交換になりますので、併せてお

　持ちください。

※転出されている学生で、遠隔地

　保険証を希望される方は、在学

　証明書が必要となります。

※国民健康保険税を滞納されて

　いる方については、納税相談を

　３月２８日、２９日町役場税務課

　で行います。

長 浜・西 湖
西湖南・西湖西 足和田出張所

3月24日（木曜日）
午前9時00分～午後4時30分
（正午～午後1時は、除く）

勝　　　山 勝山出張所
3月24日（木曜日）

午前9時00分～午後4時30分
（正午～午後1時は、除く）

大　　　嵐 大嵐出張所
3月24日（木曜日）

午前9時00分～午後4時30分
（正午～午後1時は、除く）

富 士ヶ嶺

河口出張所河　　　口

役場本庁
船　　　津
浅　　　川
小　　　立

3月28日（月曜日）
3月29日（火曜日）

午前9時00分～午後5時00分

大石出張所大　　　石
3月25日（金曜日）

午後1時30分～午後4時30分
（正午～午後1時は、除く）

3月25日（金曜日）
午前9時00分～午後4時30分
（正午～午後1時は、除く）

精　　　進
本　　　栖 精進出張所

3月24日（木曜日）
午前9時00分～午後4時30分
（正午～午後1時は、除く）

3月24日（木曜日）
午前9時00分～午後4時30分
（正午～午後1時は、除く）

精進健康管理センター内

上九一色出張所

上九一色
コミュニティセンター内

（富士ヶ嶺公民館 隣）

　国保加入者が、他の保険制度を適用する会社や組合などに勤めたり、また辞めたときには、すみやかに資格の

取得・喪失の届出をしましょう。

　特に、学生が卒業して就職した場合の届け出は、何年も忘れている場合がありますので、もう一度お確かめくだ

さい。

 ◆資格の取得・喪失のときは、すみやかに届出を◆

　町では、電話による健康に関するなんでも相談を行っています。医師や専門スタッフが２４時間・年中無休体

制で健康・医療・介護・育児・メンタルヘルス等の相談に応じ分かりやすくアドバイスします。

　プライバシーは、厳守されるシステムになっていますので安心してご利用ください。

　　　　　　　　　　　フリーダイヤル　0120－807－024 （通話料無料）

◆富士河口湖町健康なんでも相談◆

◎ご自宅のお電話または公衆電話からご利用いただけます。（携帯電話からはご利用になれません。）
◎電話番号は被保険者証のカードケースにも貼付しています。

問合せ先　富士河口湖町役場住民課　国保･老人保健係　℡７２－６０２６
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知っておきたい 金のはなし
みんなの大切な税金だから     　　　　知っておきたい固定資産税税税わかる

！
わかる

！

平成２３年度 固定資産税の縦覧・閲覧

　縦覧は、固定資産税の納税者が「土地・家屋価格等縦覧帳簿」により他の土地や家屋の価格（評価額）と比
較し、自己の土地や家屋に関する価格（評価額）が適正かどうかを判断する制度です。

■固定資産税の縦覧

　縦覧期間中は、平成23年度の固定資産課税台帳（名寄帳）を無料で閲覧することができます。
■固定資産税の閲覧（縦覧期間中）

縦覧期間

縦覧場所

4月1日（金）～28日（木）〔土日・祝日を除く〕　
午前8時30分～午後5時15分（水曜日のみ午後6時30分まで）

富士河口湖町役場税務課 （本庁舎１Ｆ）

必要な物 縦覧に来る方の本人確認できるもの、代理申請の場合は委任状

注　　意
縦覧したい土地・家屋の所在・地番で申請してください
縦覧は無料ですが、コピー・撮影はできません
趣旨に反するような申請はお断りする場合があります

縦覧内容 土地の場合 　所在・地番・地目・地籍・価格（評価額）
家屋の場合 　所在・家屋番号・種類・構造・床面積・価格（評価額）・築年数

対 象 者 （１）富士河口湖町内に土地または家屋を所有する納税者　 （２）納税者から委任を受けた代理人
  ＊固定資産税の課税されない方は有料での縦覧になります（下記参照）

対 象 者 （１）富士河口湖町内に土地、家屋または償却資産の所有者　（２）納税者から委任を受けた代理人

縦覧内容 所有者本人の「固定資産課税台帳（名寄）」の閲覧ができます理人

必要な物 縦覧に来る方の本人確認できるもの、代理申請の場合は委任状

注　　意 無料で閲覧できます。必要な方にはコピー（１枚100円）することもできます。

期間・場所・時間（上記の縦覧と同じです）

＊なお、その他の方は、有料（300円）にて、「土地・家屋価格等縦覧帳簿」を縦覧することができます。

平成２３年度の固定資産税の第一期の納期限は、５月２日（月）です
納税通知書は、4月中旬に郵送にて発送予定

詳しくは、富士河口湖町税務課　資産税第一係・第二係まで　電話72－1113

町の税金についてのお問合せは、富士河口湖町役場 税務課（℡72-1113）へ

ますます便利に！４月から町税納付書の様式が変わります 富士河口湖町は滞納を許しません富士河口湖町は滞納を許しません

　
　

壊
し
て
、
滅
失
し
た
家
屋
が
固
定
資
産

税
の
明
細
書
に
載
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て

で
す
か
？

　
　

町
役
場
税
務
課
へ
の
届
出
が
な
け
れ
ば

建
物
の
滅
失
を
把
握
で
き
ま
せ
ん
。
お
届
け

が
な
い
た
め
、
固
定
資
産
台
帳
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
固
定
資
産
税
と
し
て
課
税
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
は
、
法
務
局
で
滅

失
の
登
記
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
記
を
し
て
い
な
い
家
屋
は
、
役
場
税
務

課
に
「
家
屋
滅
失
届
出
書
」
（
税
務
課
窓
口

に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

平
成
23
年
２
月
に
土
地
の
売
買
が
あ
っ

た
場
合
は
、
売
主
と
買
主
、
ど
ち
ら
に
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
の
？

　
　

平
成
23
年
度
分
は
売
主
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
平
成
23
年
度
の
固
定
資
産
税
は
、
平
成

23
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
に
お
い

て
、
土
地
登
記
簿
に
所
有
者
と
し
て
登
記
さ

れ
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

QQ AA 固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ


